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オプション

進化した作業性、安全性、経済性。オプションも多彩にラインナップ。

林業機械は住友建機
作業スピード、操作性、走行性能のさらなる向上。FVM標準装備および高剛性キャブによる安全性の徹底。

そして、定評の低燃費性能をさらに磨いた経済性。「林業機械は住友建機」──その自信が、またひとつ深まりました。

SH135X-6  グラップル仕様

左レバー

ホーン

右旋回

左旋回 右レバーグラップル「開」

グラップル「閉」

ワンタッチ
アイドル

レバーのスライドスイッチの操作量に

応じてグラップルの旋回速度や開閉

速度が変化し、傾斜地でも滑らかで

安全な操作が可能です。

操作レバー
スライドスイッチ（プロポ）
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バイオマス発電を通じて
地元に貢献する

苫小牧バイオマス発電
株式会社
住所：北海道苫小牧市晴海４０－４
電話：０１４４－５３－０１１１
設立：平成２６年８月

 　     SH135X-6 グラップル

　　苫小牧バイオマス発電株式会社は、
三井物産（株）、（株）イワクラ、住友林業

（株）、北海道ガス（株）の共同出資によ
り平成２６年８月に設立された新会社で
す。（株）イワクラの本社隣地において発
電規模５.９ＭＷの発電施設を建設し、
再生可能エネルギー固定買取制度（ＦＩ
Ｔ）を利用し発電事業を行うもので、平
成２８年１２月の稼働開始を目指していま
す。発電した全量は北海道ガス（株）に
販売する予定です。
近づく稼働開始のお忙しい中、代表取
締役社長　塚田洋平氏に設立の経緯な
どを伺いました。
　「三井物産では、数年前からバイオマ
ス発電の計画があり、その用地を全国
的に選定していました。三井物産は日本
企業で第四位の広さの社有林を全国に
保有しており、その約８割が北海道に位
置しています。そこで出た未利用材を燃
料として発電するというところからプラン
が始まりました。そして北海道の中で建
設用地を探していたところ、社有林を管
理している三井物産フォレストがイワクラ
さんとお付き合いがあり、今回この場所
が適地であると紹介していただき事業
計画が動き出しました。未利用材を燃料
としてバイオマス発電を行うことで、新た
に木質チップ年間約６万トンの木材需要
が発生し、なおかつ森林環境の整備促
進や地域の振興に大きく貢献するほか、
雇用の創出など社会的に有意義な事業
になります。今はまだ準備段階であります
が、今日まで事業がスムーズに進展して
いるのはパートナーに恵まれたことが大
きいと感じています。燃料となる未利用
材の確保も、特に心配していません。本
格的に発電が始まると次は効率化のこと
になると思います。現在は約８.５万トンの
在庫を保有していますが、ゆくゆくは３万

トン前後、半年分くらいの在庫に抑えた
いと思っています。将来的には、稼働の
状況をみて二号機の建設など事業拡大
を考えています。」
今回の事業開始に併せて、弊社住友建
機から機械を購入いただいた理由もお
話しいただきました。
　「一番の理由は貯木場の広さですね。
比較的狭いので出来るだけ高く安全に
積みたかったのでキャビンが上昇し腕の
長いタイプのものを探し住友のＳＨ２５０
ＭＨにしました。あと小型ショベル（ＳＨ
１３５Ｘ）も２台、チッパー投入用に採用
しました。使い勝手も問題ありません。」
とのお言葉をいただきました。次に新会
社に共同出資され隣地に本社を構える

（株）イワクラ管理部技術開発室の高橋
賢孝室長にお話を伺いました。
 　「イワクラは大正２年の創業以来、木
を原点とした事業に携わっています。林
業として現在は国有林の造材、造林が
主体です。バイオマス発電事業に関して
は何社からかオファーがありましたが、三
井物産から創業１００周年を迎えるに当
たりお話があり、同社が北海道に社有林
を保有されており、現会長が以前に仕事
でお世話になったことなど色 と々『ご縁』
を感じたことがきっかけだそうです。
　新事業に関しては木質燃料の集荷調
達の一端を担わせていただいています。
材の安定供給がこの事業のキーになり
ますが、木を１００％使いこなすのがイワク
ラの理念で、長年にわたり蓄積したノウ
ハウで貢献したいと思っています。」
●レポート　札幌支店　上野  雅紀

林業現場レポート
北海道からの今をお届けします。
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塚田  洋平　代表取締役社長

積まれた材（1.5 年分の備蓄）

SH250-6MH グラップル

北海道の樹種別計画対象森林面積割合

林野庁が全国森林計画策定の基礎資料を得る事を目的として平成 24 年度に実施した
「森林資源現況調査」の主な調査結果をとりまとめたものである（平成２４年３月３１日現在の状況）

引用元：林野庁 HP  http;//www.rinya.maff.go.jp/j/keikaku/genkyou/h24/4.htm

人工林総面積：1,492,942 ha
32,571 ha

0 ha
1,994 ha

416,056 ha
779,057 ha

86,624 ha
0 ha

4,407 ha

スギ
ヒノキ
マツ類
カラマツ
トドマツ
エゾマツ　
クヌギ　
ナラ　

人工林カラマツ

人工林
エゾマツ

人工林
スギ２％

人工林トドマツ

7%

32%

59%

高橋  賢孝　技術開発室長(株)イワクラ

建家( 建設中)
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株式会社レンタルのニッケン
住所：東京都千代田区永田町２―１４－２山王グランドビル
電話：０３－５５１２－７３１１
設立：昭和４２年７月

　　昭和４２年に栃木県足利市で建設機
械のレンタル会社として創業された同社
は、創業者の企業理念であったお客様
の「困った」の声に応えることで、建設
機械のレンタルを核として、社業の発展
を続け今や全国に１支社、１６支店を始
めとして計２３８拠点を構える日本でも有
数のレンタル会社に成長した。
　そんな成功、発展の秘訣を、三山大
八代表取締役社長にお伺いした。
　「創業当時から、現場で働くお客様
の困ったの声に応えるため、弊社の姿
勢は一貫してきました。お客様とお話し
して、最適な機械を提供する。また、世
の中にない機械は独自で開発する。厳
しい品質管理を徹底しお客様の安心
安全を最優先で追求する。機械のメン
テナンスは専門資格を持った社員があ
たり、同じ故障は起こさない。そして、５０
年間培ってきたお客様への思いや仕事
への姿勢、技術力やノウハウが評価さ
れ、活躍の場が今日では様々な分野に
広がってきています。建設にはじまり、土
木、林業、鉄道、造船、製鉄、空港、災害
復興、各種イベントなど様 な々専門分野
の様 な々現場に対応するため６８００種
類、９０万点に及ぶ商品が使用され活躍
しています。常に新たなレンタル需要を
創造してお客様の困ったにお応えした
いと考えています。」
　同社の様 な々分野でのご活躍の中で
も、特に注目したいのは林業分野への
取り組みである。

住友建機の機械を選定いただいたこと
なども含めてお話しいただいた。
　「弊社が林業機械を扱って１０年足ら
ず、今はまだお客様を知る段階だと思っ
ています。機械選定に関しては、住友建
機が早くから林業分野に取組んでいて、
ノウハウがしっかりと蓄積され、ベースの
機械にも反映されていると感じました。ま
た、ＫＥＳＬＡのアタッチメントは高評価で
す。現在高性能林業機械は、全国に約
５００台配備し、お客様にご利用いただ
いています。また、研究のため、創業地
に近い群馬県の森林をお借りして、そこ
で実際に高性能林業機械を使い社員
研修を実施して機械の全てをマスター
しています。お客様の気持ちになって機
械を使ってこそ、お客様目線のレンタル
商品のご提供を可能にすると考えるか
らです。」
　後日、三山社長のお話しにあったニッ
ケンの林業研修センターを訪問して同
社産業レンタル事業部林業部の青葉部
長にご案内いただいた。
　「２０１４年９月に、ニッケンの林業に関
係するすべての社員が、森林整備の実
体験を通して、説得力のある営業、機械
メンテナンスができるようにと考え開設し
ました。この研修センターの広さは、４.６
ｈa。ここで月に１回、外部より講師を招い
て林業の基本を体験しています。開設
以来２年間で約１５０名が研修を受けま
した。掘削機での道作りやチェーンソー
での伐倒や玉切り、枝払い、森林での
フォワーダ走行など多くの社員にとって
初めての経験でした。レンタルの新商品
も、ここで使用体験、試乗体験をしてい
ます。その経験があるからこそお客様に
安心してご利用いただけると確信して
います。」
●レポート　直轄営業部   鈴木 大輔

三山  大八　代表取締役社長

実習風景

群馬県桐生市林業研修センター

レンタルのニッケン本社

林業現場レポート
広域レンタル業からの今をお届けします。

青葉  通  部長

全国の樹種別計画対象森林面積割合

林野庁が全国森林計画策定の基礎資料を得る事を目的として平成 24 年度に実施した
「森林資源現況調査」の主な調査結果をとりまとめたものである（平成２４年３月３１日現在の状況）

引用元：林野庁 HP  http;//www.rinya.maff.go.jp/j/keikaku/genkyou/h24/4.htm

人工林総面積：10,269,734 ha
スギ
ヒノキ
マツ類
カラマツ
トドマツ
エゾマツ　
クヌギ　
ナラ　

4,475,238 ha
2,598,837 ha

848,777 ha
1,001,591 ha

779,779 ha
86,645 ha
65,838 ha
14,443 ha

人工林ヒノキ

人工林カラマツ

人工林トドマツ
人工林
クヌギ 1%

人工林スギ
人工林マツ類

26%

10%
8%

45%9%
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SH75X-3B  ハーベスタ

SH135X-3B  ロングリーチグラップル

お客様の「困った」
の声に応えるために」

人工林エゾマツ 1%

左から真進  太郎次長、東根  一  顧問、林野  一樹さん
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美しい森林を
次の世代に伝えたい

株式会社　ヨシカワ
住所：石川県金沢市北安江３－１－３３
電話：０７６－２６５－４１１１
設立：昭和５年

　　株式会社ヨシカワは、昭和５年に創業され荷車のレンタル
で好評を博し、併せてウインチやジャッキなどの製造販売で
社業の発展を見た。そして、高度成長期の建設ブームには
それまでの道具から建設機械へとレンタルの主力商品は
変わり、昭和５０年代になると、重機や大型の建設機械へと
レンタル商品の多様化が進んでくる。また、１０年前より新た
に高性能林業機械のレンタルを開始し、時代の変遷や顧客
のニーズに的確に応えることで、現在は地元金沢を初めと
して、北陸、中部、関東、東北と、９県４０か所の営業所を構
えるに至っている。着実に発展を続ける同社の吉川義一社
長に林業機械の導入への経緯をお聞きした。
　「ある時、ＣＯ２削減をテーマとしたテレビ番組を見まし
た。要約するとＣＯ２の削減には木を育て、森を育むことが
必要で、自然のあるべきサイクルを守ることがいかに大切
かという内容で、将来の国土保全を考えると林業が極め
て重要で、今後は地球環境の保護に貢献する仕事が自
分たちにも求められると考えました。２００７年、当時の住
友建機の専務に高性能林業機械のビデオを見せてもら
い、『とにかく、この機械が面白い、欲しい』と思い、即座に
ハーベスタを２台購入しました。」
　その少年のような思いつきで購入した２台が、現在では
３００台の林業機械を保有することになるのだが、それを支え
た社員の方 の々努力も忘れてはならない。
　岸常務や林業推進部の谷内部長に、当時のご苦労や
現在も留意している点を語っていただいた。「当初林業機
械は購入されるのが中心で、レンタルは中々受け入れても
らえませんでした。ストローク式のハーベスタは仕事が遅
いという印象があったようで、それを払拭するため、お客

様の作業内容によって適正に製品調整
をしてお試しで使っていただくことによ
りストローク式の良さを理解して頂ける
ようになりその結果、ご注文がいただけ
るようになりました。高性能林業機械は、
搬入時にお客様の作業内容によって適
正な製品調整とその取扱説明をするこ
とが非常に必要です。建設機械とは違
い、そのための社員教育が必要でした。
顧客の要望を正確に理解し、ベースマシ
ンも、アタッチメントも調整できるプロであ
り、かつ仕事ができるだけでなく、お客様
と話ができ、マネージメントもできる人材
の育成に尽力しました。また、お客様の
多様なニーズに応えるため、豊富な機
種を揃える必要がありました。　更には、
林業機械を使う現場は山の中なので、
絶対にトラブルが発生しないように機械
の点検・整備、万が一のトラブル発生時

の迅速な対応は、最重点事項として取
り組んでいます。」
　株式会社ヨシカワの林業機械との１０
年にわたる誠実な取り組みは衆知のこと
となり、富山県農林水産公社主催「緑
の雇用」フォレストワーカーの研修を委託
されるまでになった。
　最後に吉川社長に会社の理念をお
話いただいた。「お客様の期待通りのも
のを提供しても感動はありません。対価
以上のものを提供してこそ、お客様に認
められお互いの関係は深まると思ってい
ます。お客様と現場に入り、共に考えるこ
とで他社との差別化が図れるのです。
建設機械の対象は無機質なものでした
が、林業機械の相手は生きた木で、違っ
た視点と発想で取り組むことにより、お
客様により良いものを提供できると思っ
ています。」
●レポート　北陸支店    山森  勝之

岸　満彦　常務取締役

谷内  千代美　林業推進部長

林業現場レポート
石川県からの今をお届けします。
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吉川  義一　代表取締役社長

 メンテナンスのエキスパートによる講習風景                                         

石川県の樹種別計画対象森林面積割合

林野庁が全国森林計画策定の基礎資料を得る事を目的として平成 24 年度に実施した
「森林資源現況調査」の主な調査結果をとりまとめたものである（平成２４年３月３１日現在の状況）

引用元：林野庁 HP  http;//www.rinya.maff.go.jp/j/keikaku/genkyou/h24/4.htm

人工林総面積：101,687 ha
72,291 ha

4,809 ha
 9,352 ha

180 ha
0 ha
0 ha

646 ha
201 ha

スギ
ヒノキ
マツ類
カラマツ
トドマツ
エゾマツ　
クヌギ　
ナラ　

人工林スギ

人工林スギ
人工林マツ

83%

5% 11%人工林
ヒノキ



前田  幸己　代表理事組合長




